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ん
だ
ら
、
少
し
話
し
て
み
っ
か
。

ち
ょ
っ
と
前
の
山
形
村
の
こ
と
を
。

ん
だ
な
あ
、
今
の
年
寄
り
で
ぇ
ば
、
分
が
っ
て
る
話
だ
ご
っ
た
。

い
や
、
分
が
っ
て
る
ど
ご
ろ
か
、

実
際
に
や
っ
た
り
、
見
だ
り
し
た
人
も
い
る
ん
じ
ゃ
ね
え
が
な
。

昔
は
、
み
ん
な
稼
ぎ
手
だ
っ
た
す
け
ぇ
な
あ
。

な
ん
で
も
か
ん
で
も
、
自
分
の
手
で
や
っ
た
も
ん
だ
。

ま
あ
、
当
た
り
前
だ
。

機
械
だ
の
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
だ
の
は
、
な
が
っ
た
す
け
え
な
あ
。

ど
れ
、
少
し
話
が
長
ぐ
な
っ
と
も
、
聞
い
で
け
ろ
。

昔
の
人
が
ど
ん
な
に
す
ご
が
っ
た
か
教
え
で
け
っ
す
け
ぇ
。

序
編

今
な
お
山
に
暮
ら
し
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人
間
は
、
自
然
環
境
の
も
と
で
集
落
を
つ
く
り
、
自
然
環
境
の
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
生
き
て
き
た
が
、
人
間
が
自
然
環
境

か
ら
受
け
る
の
は
、
恩
恵
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
冷
夏
や
日
照
り
な
ど
と
い
う
厳
し
い
試
練
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

人
々
は
、
こ
う
し
た
自
然
環
境
の
恩
恵
と
試
練
を
受
け
な
が
ら
知
恵
を
得
て
、
自
然
を
利
用
し
て
生
き
る
と
い
う
生
活
を
築

い
て
き
た
の
で
あ
る
。
人
間
は
自
然
の
営
み
の
中
で
生
き
、
こ
の
営
み
な
く
し
て
は
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と

い
え
る
。

自
然
の
営
み
を
基
盤
に
し
て
生
き
る
と
い
う
生
活
の
姿
は
、
自
然
の
恵
み
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
生
き
て
き
た
知
恵
と
、

未
来
に
向
か
っ
て
生
き
て
い
く
た
め
の
知
恵
ま
で
も
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
然
と
と
も
に
生
き
る
と
い
う
人
間
の
原
点

に
つ
い
て
ま
で
も
問
い
か
け
て
い
る
よ
う
な
思
い
が
し
て
く
る
。

こ
こ
で
は
、
山
村
で
分
か
ち
合
い
な
が
ら
共
に
生
き
て
い
く

た
め
の
知
恵
を
育
む
も
と
に
な
っ
て
い
る
村
の
自
然
環
境
と
、

そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の
生
活
文
化
に
つ
い
て
、「
村
の
自
然
」、

「
山
村
の
暮
ら
し
」、「
地
域
の
成
り
立
ち
」、「
慣
行
」
を
記
述

し
て
、
描
く
こ
と
と
し
た
い
。

第
一
章
　

自
然
環
境
と
民
俗

霜畑八幡宮の大ケヤキ
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序編───今なお山に暮らし
一章───自然環境と民俗
一節───村の自然

第
一
節
　
村
の
自
然

村
の
自
然
環
境
の
中
で
、
特
徴
的
な
も
の
を
見
て
い
き
た
い
。

一
　
平
庭
高
原
の
白
樺
林

標
高
一
〇
五
九
・
八
メ
ー
ト
ル
の
平
庭
岳
の
中
腹
に
位
置
す
る
平
庭
高
原
は
、
約
三
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
及
ぶ
広
い
範

囲
に
三
〇
万
本
以
上
も
の
白�

樺
の
純
林
が
広
が
る
高
原
で
あ
る
。
湿
地
に
は
カ
タ
ク
リ
が
群
生
し
、
草
原
に
は
レ
ン
ゲ
ツ
ツ

ジ
も
群
生
し
て
い
る
。

平
庭
高
原
が
観
光
地
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
頃
か
ら
で
、
そ
れ
以
前
は
白

樺
の
木
も
少
な
く
、
草
原
が
広
が
っ
て
い
て
、
牛
や
馬
が
放
牧
さ
れ
て
い
た
。
近
く
の
集

落
に
住
む
人
々
は
、
そ
の
馬
の
糞
を
畑
の
肥
料
に
す
る
た
め
に
拾
い
に
来
た
。

草
原
が
人
々
に
与
え
て
く
れ
た
の
は
、
馬
の
糞
だ
け
で
は
な
い
。
ワ
ラ
ビ
や
ゼ
ン
マ
イ

な
ど
の
山
菜
、
セ
ン
ブ
リ
と
い
う
薬
草
ま
で
も
与
え
て
く
れ
た
。
昭
和
三
十
三
年
頃
に
平

庭
高
原
の
近
く
の
来
内
地
区
に
住
ん
で
い
た
小
学
生
が
セ
ン
ブ
リ
採
り
の
こ
と
を
綴�

�

っ
た

作
文
の
中
で
、「
せ
ん
ぶ
り
は
貧
ぼ
う
な
人
た
ち
に
は
、
と
て
も
役
に
立
つ
の
で
す
。
せ

ん
ぶ
り
を
い
っ
ぱ
い
と
っ
て
う
れ
ば
、
お
金
に
な
る
の
で
す
」
と
書
い
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
売
っ
た
金
で
、
セ
ー
タ
ー
や
ズ
ボ
ン
を
買
っ
た
と
い
う
。「
び
ん
ぼ
う
な
私
た
ち

に
は
、
平
庭
の
山
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
山
で
す
」
と
い
う
結
び
の
一
文
か
ら
は
、
平
庭

高
原
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
暮
ら
す
人
々
の
生
活
も
見
え
て
く
る
。
ま
た
、
白
樺
の
木
が

生
え
て
く
る
前
は
ブ
ナ
や
ナ
ラ
の
林
が
高
原
一
帯
に
広
が
っ
て
い
た
が
、
炭
を
焼
く
た
め

●
白
樺

カ
バ
ノ
キ
科
の
落
葉
高
木

で
あ
る
「
シ
ラ
カ
ン
バ
」
の

こ
と
。
別
名
「
シ
ラ
カ
バ
」

と
も
い
い
、
漢
字
で
「
白
樺
」

と
書
く
。
樹
皮
が
白
く
目
立

ち
、
高
原
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
広
く
愛
好
さ
れ
て
い
る
。

30万本以上といわれる白樺が立ち並ぶ平庭高原



に
そ
れ
ら
の
木
を
伐�

っ
た
こ
と
や
牛
馬
の
放
牧
の
た
め
に
山
を
焼
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
白
樺
の
木
が
生
え
て
き
た
。
近
く

の
山
に
広
が
る
ブ
ナ
や
ナ
ラ
、
自
生
し
て
く
る
カ
シ
ワ
の
木
（
地
元
で
は
カ
シ
ラ
ギ
と
呼
ぶ
）
を
見
て
い
る
と
、
人
間
の
手

が
加
わ
る
前
の
平
庭
高
原
の
様
子
ま
で
も
見
え
て
く
る
。

白
樺
は
、
材
質
が
柔
ら
か
い
上
に
乾
燥
す
る
と
歪�

�

み
や
す
い
た
め
、
用
材
や
木
炭
に
は
向
か
な
か
っ
た
。
地
元
で
は
「
白

樺
は
役
に
立
た
な
い
木
」
と
さ
れ
て
い
て
、
誰
も
見
向
き
も
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
白
樺
の
木
が
高
原
一
帯
に
広
が
っ

て
残
り
、
大
き
く
成
長
し
た
白
樺
の
純
林
は
、「
日
本
一
の
白
樺
林
」
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
白
樺

の
純
林
に
も
老
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
て
、
枯
れ
て
倒
れ
る
木
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
ま
ま
自
然
に
ま
か
せ
て

い
れ
ば
樹
種
が
変
わ
り
、
白
樺
の
純
林
は
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
が
、「
日
本
一
の
白
樺
林
」
は
、「
役
に
立
た
な
い

木
」
が
「
役
に
立
つ
木
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
か
の
よ
う
に
、
四
季
折
々
に
変
化
す
る
自
然
の
美
し
さ
を
見
せ
て
い
る
。

平
庭
高
原
は
、
久
慈
渓
流
と
と
も
に
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
五
月
に
岩
手
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

二
　
内�

�

間�

木�

洞�
�

（
鍾
乳
洞
）

内
間
木
洞
は
、
二
〇
〇
二
年
二
月
二
日
現
在
で
確
認
さ
れ
て
い
る
総�

　

延
長
が
六
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
い
う
、
日

本
で
も
有
数
の
長
さ
を
誇
る
鍾
乳
洞
で
あ
る
。
ま
た
、
洞
内
に
は
珍�

�
�し

い
コ
ウ
モ
リ
類
や
微
細
な
小
動
物
な
ど
の
貴
重
な
生

物
も
棲
息

�
�
�
�

し
て
い
て
、
学
術
的
に
も
貴
重
と
さ
れ
て
い
る
。

鍾
乳
洞
に
入
る
洞
口
は
一
カ
所
で
あ
る
。
入
る
と
す
ぐ
に
小
ホ
ー
ル
に
な
っ
て
い
て
、
正
面
に
は
祠�

�
�が

建
っ
て
い
る
。
少

し
進
む
と
、
広
さ
約
九
二
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
千
畳
敷
と
い
う
空
間
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
北
洞

�
�
�
�

、
稲
妻

�
�
�
�

洞�
�

、
風
寒
洞

�
�
�
�
�
�

、
南
洞

�
�
�
�

、
新
川
洞

�
�
�
�
�
�

な
ど
の
主
要
な
洞
に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
の
洞
を
た
ど
っ
て
行
く
と
、
地
下
水
に
よ
っ
て
造

ら
れ
た
大
小
様
々
な
空
間
が
あ
り
、
地
底
の
神
秘
と
驚
異
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
空
間
の
中
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
形

を
し
た
美
し
い
鍾
乳
石
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
地
下
水
に
溶
か
さ
れ
た
石
灰
岩
に
よ
っ
て
長
い
年
月
を
か
け
て
造
ら
れ
た
も
の

で
、
氷
柱

�
�
�

の
よ
う
に
天
井
か
ら
下
に
向
か
っ
て
伸
び
る
つ
ら
ら
石
、
上
に
向
か
っ
て
筍

�
�
�
�の

よ
う
に
伸
び
る
石
筍

�
�
�
�
�、

こ
の
石
筍
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●
総
延
長

「
内
間
木
洞
調
査
委
員
会
」

が
一
九
九
五
年
一
月
か
ら
二

〇
〇
二
年
二
月
に
か
け
て
調

査
し
た
内
間
木
洞
の
総
延
長

は
六
〇
一
三
・
八
（
＋
α
）

メ
ー
ト
ル
。
調
査
内
容
は

『
岩
手
県
　
内
間
木
洞
調
査

報
告
書
』（
平
成
十
四
年
三

月
二
十
八
日
　
山
形
村
教
育

委
員
会
発
行
）
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。



と
つ
ら
ら
石
が
つ
な
が
っ
た
石
柱
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
そ
の
形
か

ら
、
ス
ト
ロ
ー
、
ヘ
リ
ク
タ
イ
ト
、
洞
窟
サ
ン
ゴ
、
フ
ロ
ー
ス
ト
ン
、
リ
ム
イ
ト
ン
、

カ
ー
テ
ン
と
い
わ
れ
る
鍾
乳
石
も
あ
る
。
鍾
乳
石
の
中
に
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

伸
び
る
の
に
四
○
○
年
の
年
月
を
要
す
る
も
の
も
あ
り
、
内
間
木
洞
の
中
で
は
、
人

類
が
誕
生
す
る
前
か
ら
続
い
て
い
る
自
然
の
営
み
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

そ
の
営
み
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
造
形
物
や
空
間
に
は
、
内
間
木
富
士
、
ま
ん
じ
ゅ
う

石
、
鮫
肌
天
井
、
熊
の
ね
ど
こ
、
熊
の
ね
べ
や
、
仙
女

�
�
�
�

の
ね
べ
や
、
砂
の
銀
世
界
、

生
命

�
�
�
�

の
樹�

、
白
夜

�
�
�
�

の
森
な
ど
の
名
称
も
つ
け
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
美
し
さ
と
神
秘
さ

を
も
見
せ
て
い
る
。

新
川
洞
と
い
う
支
洞
を
入
っ
て
い
く
と
、
新
川
と
呼
ば
れ
て
い
る
地
底
湖
に
似
た

地
下
の
水
流
を
上
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
内
間
木
水
道
と
い
う
支
洞
も

あ
り
、
こ
こ
で
も
地
下
の
水
流
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
洞
内
を
流
れ
る
水
流

は
、
近
く
の
沢
に
あ
る
洞
穴
か
ら
内
間
木
洞
に
流
れ
込
ん
で
、
水
道
穴
と
い
う
洞
穴

か
ら
流
出
し
、
内
間
木
地
区
に
住
む
人
々
の
生
活
用
水
の
水
源
に
な
っ
て
い
る
。

洞
窟
の
天
井
か
ら
滴
り
落
ち
る
水
滴
が
凍
っ
て
伸
び
る
冬
の
氷
筍

�
�
�
�
�
�も

見
事
で
あ
る
。

内
間
木
洞
は
、「
内
間
木
洞
及
び
洞
内
動
物
群
」
と
し
て
、
昭
和
四
十
一
年
（
一

九
六
六
）
三
月
に
岩
手
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

三
　
霜
畑
八
幡
宮
の
大
ケ
ヤ
キ

八
幡
宮
の
境
内
に
二
本
の
大�

　

ケ
ヤ
キ
が
あ
る
。
以
前
は
四
本
あ
っ
た
が
、
昭
和
四

十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
一
本
が
倒
れ
て
三
本
に
な
り
、
さ
ら
に
昭
和
五
十
八
年
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（
一
九
八
三
）
に
一
本
（
樹
齢
約
八
三
〇
年
）
が
倒
れ
て
二
本
に
な
っ
た
。

四
本
の
う
ち
、
一
番
の
古
木
と
若
い
ケ
ヤ
キ
が
残
り
、
そ
の
二
本
の
ケ
ヤ

キ
の
樹
齢
（
平
成
二
十
年
現
在
）
は
、
一
本
は
約
九
七
〇
年
で
、
も
う
一

本
は
約
七
八
〇
年
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

今
か
ら
九
七
〇
年
前
と
い
う
と
、
平
安
時
代
ま
で
も
さ
か
の
ぼ
る
。
こ

の
古
木
は
、
そ
の
時
代
か
ら
村
の
人
々
の
暮
ら
し
を
見
守
り
続
け
て
き
た

村
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
も
あ
る
。

大
ケ
ヤ
キ
が
ま
だ
三
本
残
っ
て
い
た
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
三

月
二
十
四
日
に
は
、『
欅�

�
�の

つ
ぶ
や
き
』
と
い
う
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
の

碑
に
は
、
山
形
村
の
教
育
長
を
務
め
た
こ
と
の
あ
る
中
野
龍
雄
氏
に
よ
る

次
の
よ
う
な
碑
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

私
の
名
は
、
霜
畑
八
幡
宮
の
大
欅
で
す
。

平
安
末
期
に
生
ま
れ
、
年
齢
八
百
歳
以
上
で
す
。

私
の
少
年
期
は
鎌
倉
時
代
、
青
年
期
は
室
町
時
代
、
江
戸
時
代
三
百
年
は
壮
年
期
で
し
た
。
そ
し
て
明
治
の
文
明
開
化

か
ら
、
自
由
・
民
主
の
大
正
・
昭
和
に
か
け
て
、
老
年
期
を
迎
え
ま
し
た
。
い
ま
、
私
の
背
丈
は
三
十
七
メ
ー
ト
ル
、

胴
回
り
八
・
七
メ
ー
ト
ル
の
老
大
木
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
世
の
栄
枯
盛
衰
、
治
乱
興
亡
の
幾
星
霜
を
見
て
き

ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
村
人
に
愛
さ
れ
、
神
に
守
ら
れ
て
生
き
延
び
て
き
ま
し
た
が
、
先
年
（
昭
和
四
十
七
年
）
弟
分

の
大
欅
が
突
然
倒
れ
て
、
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。
い
ま
、
兄
弟
の
大
欅
が
三
本
あ
る
の
が
、
せ
め
て
も
の
慰
め
で
す
。

こ
の
た
び
私
た
ち
は
、「
天
然
記
念
物
」
と
し
て
、
山
形
村
の
文
化
財
指
定
を
受
け
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。
長
生
き
し
て

い
て
よ
か
っ
た
と
、
喜
ん
で
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
体
に
気
を
つ
け
て
、
更
に
長
寿
を
重
ね
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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●
四
本
の
大
ケ
ヤ
キ
（
前
頁
）

人
権
派
の
弁
護
士
と
し
て

有
名
な
布
施
辰
治
（
一
八
八

〇
～
一
九
五
三
）
は
、
昭
和

十
年
（
一
九
三
五
）
七
月
二

日
に
霜
畑
八
幡
宮
の
境
内
に

立
ち
、
四
本
の
ケ
ヤ
キ
を
見

て
い
る
。
当
時
の
日
記
に
は
、

「
私
の
こ
れ
ま
で
心
に
留
め

て
見
た
も
の
の
う
ち
で
は
、

確
か
に
随
一
の
巨
木
だ
。
試

み
に
縄
を
以
て
周
囲
を
計
る

「欅のつぶやき」の碑



お
守
り
く
だ
さ
い
。

「
背
丈
は
三
十
七
メ
ー
ト
ル
、
胴
回
り
八
・
七
メ
ー
ト
ル
の
老
大
木
」
は
、
今
も
な
お
樹
齢
を
重
ね
て
い
る
。
そ
し
て
、

成
長
を
続
け
な
が
ら
季
節
の
移
り
変
り
を
伝
え
て
い
る
。

霜
畑
八
幡
宮
の
大
ケ
ヤ
キ
は
、「
霜
畑
の
ケ
ヤ
キ
群
」
と
し
て
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
三
月
に
岩
手
県
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

四
　
白�

�

笹�
�

地�

鶏�
�

（
岩
手
白
笹
地
鶏
）

白
笹
地
鶏
は
地
鶏
の
一
種
で
、
人
間
の
手
に
よ
っ
て
選
別
淘�

�

汰�

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
鶏
の
原
種
の
姿

を
伝
え
て
い
る
貴
重
な
地
鶏
で
あ
る
。
地
鶏
は
昔
か
ら
農
家
の
庭
先
で
飼
わ
れ
て
い
て
、
人
々
と
と
も

に
暮
ら
し
て
い
た
が
、
岩
手
県
で
は
既
に
絶
滅
し
た
と
思
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
地
鶏
が
、
昭
和
五
十
年

（
一
九
七
五
）
に
青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
で
発
見
さ
れ
た
。
入
手
経
路
か
ら
二
戸
市
で
原
種
が
確
認
さ

れ
、
当
時
の
新
聞
（
岩
手
日
報
）
は
「
幻
の
地
鶏
見
つ
か
る
」
と
報
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
翌
年
の
昭

和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
の
調
査
に
よ
っ
て
、
山
形
村
の
小
国
で
も
、
大
型
の
銀
笹
系
の
地
鶏
が
発

見
・
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
白
笹
地
鶏
（「
岩
手
白
笹
地
鶏
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
）
で
あ
る
。

地
鶏
は
、
一
度
雑
種
が
生
ま
れ
る
と
二
度
と
戻
ら
な
い
原
種
の
鶏
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
術
的
に
も

貴
重
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
一
月
に
は
「
地
鶏
」
と
い
う
種
名
で
国
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
岩
手
白
笹
地
鶏
も
、「
地
鶏
」
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。

岩
手
白
笹
地
鶏
は
、「
白
笹
地
鶏
」
と
し
て
、
昭
和
五
十
二
年
八
月
に
山
形
村
の
天
然
記
念
物
と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
十
二
月
に
は
、
国
の
天
然
記
念
物
で

あ
る
「
地
鶏
」
と
認
定
さ
れ
て
い
る
。
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と
、
完
全
に
三
丈
五
尺
五
寸

あ
る
」
と
あ
る
。
三
丈
五
尺

五
寸
は
、
約
一
〇
メ
ー
ト
ル

七
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

白笹地鶏



五
　
「
清
水
川
」
の
湧
き
口
と
流
れ

霜
畑
の
清
水
川
地
区
で
「
わ
っ
く
つ
」
と
呼
ん
で
い
る
地
下
水
の
湧
き
口
か

ら
湧
き
出
る
冷
た
い
水
は
、
大
雨
が
降
っ
て
も
濁�

�

る
こ
と
な
く
、
日
照
り
が
続

い
て
も
枯
れ
る
こ
と
な
く
湧
き
出
て
い
る
。
そ
し
て
、
小
さ
な
流
れ
で
は
あ
る

が
、
豊
富
な
水
量
と
清
流
を
誇
る
「
清
水
川
」
と
な
っ
て
い
る
。
近
く
か
ら
は

土
器
、
石
器
、
土
偶
の
出
土
と
と
も
に
、
縄
文
時
代
か
ら
人
々
が
生
活
の
場
に

利
用
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
跡
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

湧
水
量
は
豊
富
で
、
簡
易
水
道
の
ほ
か
に
農
業
用
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

集
落
で
は
水
神
様
と
し
て
祀�

�

り
、
豊
作
祈
願
の
場
と
し
て
も
大
事
に
し
て
い
る
。

こ
の
清
水
川
は
、
遠
別

�
�
�
�

川
の
水
源
の
一
つ
と
し
て
豊
か
な
水
を
供
給
し
、
森

か
ら
流
れ
る
い
く
つ
も
の
小
さ
な
川
と
合
流
し
て
久
慈
川
に
流
れ
て
い
る
。
清

水
川
は
小
さ
な
流
れ
で
あ
る
が
、
森
の
恵
み
を
海
に
伝
え
る
と
い
う
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

湧
水
量
に
つ
い
て
は
、
一
日
一
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
い
う
記
録
も
あ
る
が
、
調
査
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
川
井
地
区
拡

張
簡
易
水
道
の
水
源
に
す
る
た
め
の
工
事
を
し
た
時
期
（
昭
和
五
十
一
年
認
可
）
と
推
定
さ
れ
る
。

清
水
川
は
、「
名
水
　
清
水
川
」
と
し
て
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
十
一
月
に
岩
手
県
の
「
い
わ
て
の
名
水
二
〇
選
」

に
選
ば
れ
て
い
る
。

六
　
ハ
ナ
カ
ジ
カ
（
淡
水
魚
）

ハ
ナ
カ
ジ
カ
は
淡
水
魚
の
カ
ジ
カ
の
一
種
で
、
氷
河
期
の
残
存
種
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
北
海
道
、
新
潟
県
、
山
形
県
、
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秋
田
県
、
青
森
県
、
岩
手
県
の
川
の
上
流
域
に
棲
息

�
�
�
�

し
、
水
生
昆
虫
や
小
魚
を
捕
食
し
て
生
き
て
い
る
。
以

前
は
、
山
形
村
の
全
域
に
た
く
さ
ん
棲
息
し
て
い
た
が
、
木
の
伐
採
と
川
の
汚
れ
に
よ
る
棲
息
環
境
の
悪
化

に
よ
っ
て
、
そ
の
数
が
激
減
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
日
野
沢
小
学
校
で
は
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
か

ら
ハ
ナ
カ
ジ
カ
の
棲
息
す
る
森
と
川
に
関
心
を
持
た
せ
る
活
動
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
活
動
は
、
ハ
ナ
カ
ジ

カ
と
い
う
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
生
物
種
に
目
を
向
け
さ
せ
な
が
ら
、
環
境
保
護
の
推
進
を
図
ろ
う
と
い
う
先

進
的
な
取
り
組
み
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

将
来
、
北
海
道
以
外
の
ハ
ナ
カ
ジ
カ
は
絶
滅
す
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
東

北
地
方
の
ハ
ナ
カ
ジ
カ
は
、
環
境
省
が
発
行
す
る
『
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
』
で
「
絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る
地

域
個
体
群
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

第
二
節
　
山
村
の
暮
ら
し

一
　
地
名
が
伝
え
る
森
の
恵
み
と
暮
ら
し

北
上
山
地
の
山
間
に
暮
ら
す
人
々
は
、
森
の
恵
み
を
授
か
り
な
が
ら
暮
ら
し
て
き
た
。
中
で
も
林
業
は
基
幹
産
業
で
あ
り
、

人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
、
村
の
経
済
基
盤
を
支
え
て
き
た
。
林
業
の
柱
と
い
え
ば
、
燃
料
用
の
木
炭
の
生
産
だ
っ
た
が
、
こ

の
木
炭
生
産
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
地
名
が
滝
ノ
沢
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。「
か
ま
の
沢
」
と
い
う
地
名

で
、「
炭
が
ま
が
た
く
さ
ん
つ
く
ら
れ
た
沢
」
と
い
う
謂�

�

れ
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
た
の
は
、
林
業
だ
け
で
は
な
い
。
森
の
恵
み
が
も
た
ら
す
も
の
す
べ
て
が
、
人
々
の
暮
ら
し

を
支
え
て
い
た
。
厳
し
い
耕
作
環
境
に
あ
っ
た
が
、
畑
作
も
稲
作
も
森
の
恵
み
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
営
み
で
あ
る
。

0 1 9

序編───今なお山に暮らし
一章───自然環境と民俗
二節───山村の暮らし

ハナカジカ



山
で
採
集
・
捕
獲
さ
れ
る
植
物
や
動
物
も
す
べ
て
森
の
恵
み
が
も
た
ら
す
も
の
で
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
姿
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
地
名
と
そ
の
謂
れ
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。『
山
形
村
の
地
名
と
屋
号
』
に
記
さ
れ
た
地
名
（
地
名
、
地
形
、
謂
れ
の

順
に
記
す
）
の
中
に
は
、

女
供

�
�
�
�

の
　
「
が
ん
ち
ゃ
」

（
傾
斜
地
）
　
採
草
地

中
清
水
の
「
し
だ
み
つ
け
長
ね
」
（
山
　
道
）
　
昔
、
ど
ん
ぐ
り
を
牛
の
背
で
運
ん
だ
小
道

滝
ノ
沢
の
「
お
お
し
だ
み
沢
」

（
傾
斜
地
）
　
楢
の
木
が
多
く
あ
り
、
粒
の
大
き
い
物
が
た
く
さ
ん
採
れ
た
所

来
内

�
�
�
�

の
　
「
ほ
ど
平�

�

」

（
傾
斜
地
）
　
ほ
ど
根
（
ほ
ど
芋
）
が
よ
く
見
つ
か
る
所

出�
�

ル�

町�
�

の
「
し
ど
け
沢
」

（
　
沢
　
）
　
し
ど
け
、
山
菜
の
た
く
さ
ん
採
れ
た
所

繋�
�
�の

　
　
「
荷
所

�
�
�
�

」

（
　
畑
　
）
　
稗�

�

し
ま
一
つ
か
ら
二
斗
収
穫
さ
れ
た
こ
と
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
所

が
あ
り
、
森
の
恵
み
と
人
々
の
暮
ら
し
と
の
か
か
わ
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
森
の
恵
み
は
、
衣
食
住
と
い
う
人
々
が
生
き
る
た
め
の
手
段
を
支
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
自
然
の
営
み
に

合
わ
せ
て
生
き
る
と
い
う
山
村
の
生
活
文
化
を
育
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。

二
　
地
名
が
伝
え
る
耕
作
環
境

水
田
で
の
稲
作
が
普
及
す
る
ま
で
は
、
稗
や
粟�

�

な
ど
の
雑
穀
し
か
作
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
厳
し
い
耕
作
環
境

に
つ
い
て
も
、
地
名
と
そ
の
謂
れ
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。『
山
形
村
の
地
名
と
屋
号
』
に
よ
る
と
、
霜
畑
に
は
そ
の
こ
と

を
示
す
「
ぼ
う
ず
ば
た
」
と
い
う
地
名
が
あ
り
、
山
の
急
斜
面
の
草
木
を
焼
い
て
「
焼
畑
耕
作
の
た
め
に
、
山
を
焼
い
て
ぼ

う
ず
に
し
た
所
」
と
い
う
謂
れ
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
滝
ノ
沢
に
は
、「
ば
が
あ
平�

�

」
と
い
う
地
名
の
つ
い
た
平
地
が

あ
り
、「
昔
の
畑
地
で
、
や
せ
地
を
長
年
耕
し
て
き
た
こ
と
か
ら
の
呼
び
名
」
と
い
う
謂
れ
が
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
昔
は
畑
に
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適
し
た
平
地
が
少
な
か
っ
た
た
め
に
や
せ
地
を
耕
作
し
て
き
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
（
地
名
、
地
形
、
謂
れ
の
順
に
記
す
）、

沼
袋
の
　
「
そ
う
り
」

（
傾
斜
地
）
　
耕
作
を
放
棄
し
た
廃
畑

外
川
井
の
「
日
　
影
」

（
平
　
地
）
　
東
を
背
に
し
た
畑
地
（
西
向
き
畑
）

と
い
う
地
名
と
謂
れ
が
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
地
名
と
謂
れ
か
ら
も
厳
し
い
耕
作
環
境
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
開
墾
（
ア
ラ
ギ
オ
コ
シ
）

山
形
村
で
は
、「
開
墾
」
の
こ
と
を
「
ア
ラ
ギ
オ
コ
シ
」
と
言
っ
て
い
る
が
、「
焼
畑
」
の
こ
と
を
「
ア
ラ
キ
」
と
も
い
う

こ
と
か
ら
、
焼
畑
耕
作
を
も
想
起
さ
せ
る
。
し
か
し
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
の
『
採
集
手
帖
』
に
は
、
繋
地
区
以
外
で

は
焼
畑
耕
作
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
昔
の
暮
ら
し
調
査
』
で
も
、
繋
地
区
以
外
で
の
焼
畑
耕
作

を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

山
形
村
で
暮
ら
す
人
々
は
、
日
々
の
食
料
を
得
る
た
め
に
山
林
・
原
野
を
開
墾
し
て
き
た
。
そ
の
開
墾
の
様
子
に
つ
い
て
、

「
四
角
な
田
ん
ぼ
は
な
か
っ
た
。
狭
い
田
ん
ぼ
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
っ
て
、
毎
年
少
し
ず
つ
増
や
し
て
い
っ
た
。
子
ど
も
の
頃
に

遊
ん
だ
国�

　

と
り
遊
び
の
と
き
の
よ
う
に
、
半
円
を
描
く
よ
う
に
増
や
し
て
い
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
が
、
こ
の
言
葉
か
ら
も
、

村
の
耕
作
環
境
の
厳
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
開
墾
に
よ
っ
て
得
た
耕
地
を
長
く
使
う
た
め
の
知
恵
と
も

思
わ
れ
る
言
葉
を
語
っ
て
く
れ
た
人
も
い
る
。
こ
の
人
の
「
ほ
か
で
大
小
便
を
し
て
は
だ
め
だ
ぞ
。
肥
や
し
が
足
り
な
く
な

る
か
ら
家
で
し
ろ
よ
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
厳
し
い
耕
作
環
境
と
肥
料
の
確
保
に
気
を
付
け
て
き
た
農
民
の
生
活
ぶ
り
の

一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
開
墾
に
よ
っ
て
切
り
開
か
れ
た
耕
地
は
、
長
い
間
使
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
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。



四
　
厳
し
い
稲
作
環
境

初
夏
か
ら
夏
に
か
け
て
沿
岸
地
域
に
吹
く
「
ヤ
マ
セ
」
と
呼
ば
れ
る
冷
た
く
て
湿
っ
た
北
東
風
は
、
山
形
村
に
も
吹
い
た
。

ま
た
、
水
田
の
立
地
条
件
も
悪
か
っ
た
た
め
に
、
水
田
で
の
稲
作
は
限
ら
れ
た
一
部
で
し
か
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
水
田

は
皆
無
に
近
い
状
態
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
い
い
。
こ
の
状
態
が
変
わ
る
の
は
、
終
戦
後
の
食
糧
増
産
と
い
う
国
策
に
よ
っ
て
、

開
田
工
事
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
米
の
品
種
改
良
や
土
壌
改
良
な
ど
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
る
。
開
田
工
事
は
、
昭
和
二
十

年
（
一
九
四
五
）
以
前
に
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
終
戦
後
の
昭
和
二
十
年
代
の
後
半
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
。
開
田
工
事
を
進

め
る
た
め
の
耕
地
整
理
組
合
が
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
稲
作
が
始
ま
っ
た
と
い
う
地
区
も
あ
る
し
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六

五
）
か
ら
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
に
か
け
て
開
田
工
事
を
し
た
と
い
う
地
区
も
あ
る
。
村
全
体
に
稲
作
が
普
及
す
る

に
は
、
開
田
工
事
が
盛
ん
に
な
っ
て
か
ら
で
も
長
い
時
間
を
要
し
た
の
で
あ
る
。

小
学
校
社
会
科
副
読
本
『
新
訂
　
わ
た
し
た
ち
の
山
形
』（
昭
和
六
十
一
年
一
月
　
山
形
村
教
育
委
員
会
発
行
）
に
は
、
米

作
り
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

山
形
村
で
は
、
米
が
つ
く
ら
れ
る
前
は
、
畑
に
、
ひ
え
・
あ
わ
な
ど
を
ま
き
、
ひ
え
ご
は
ん
・
あ
わ
も
ち
に
し
て
食

べ
て
い
ま
し
た
。
ど
う
し
て
も
米
の
ご
は
ん
を
食
べ
た
く
て
、
大
正
の
は
じ
め
に
米
を
つ
く
っ
て
み
ま
し
た
が
、
ほ
と

ん
ど
み
の
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
く
ふ
う
し
て
、
大
正
の
お
わ
り
ご
ろ
か
ら
米
が
み
の
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
沢
水
を
あ
た
た
め
て
用
水
に
す
る
な
ど
、
米
づ
く
り
を
い
ろ
い
ろ
と
く
ふ
う
し
た
の
で
、
昭
和
四
十
三
年
、

つ
い
に
山
形
村
の
人
た
ち
が
食
べ
ら
れ
る
だ
け
の
米
が
と
れ
る
よ
う
に
な
り
、
余
っ
た
米
は
農
協
に
売
り
に
出
せ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

米
を
収
穫
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
ほ
か
の
地
域
か
ら
比
べ
れ
ば
生
産
量
も
少
な
く
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八

0 2 2

山形村誌　第一巻　民俗編

開田したばかりの昭和30年代の田（荷軽部）



〇
）
に
見
舞
わ
れ
た
冷
夏
の
と
き
に
は
、
村
で
は
一
粒
の
米
も
収
穫
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
山
形
村
は
、
水
田
で
の
稲
作
に
は
厳
し
い
耕
作
環
境
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

五
　
農
業
と
自
然
の
営
み

農
作
業
を
始
め
る
時
期
（「
農
ど
き
」
と
い
う
）
の
目
安
と
し
て
い
る
言
葉
に
、「
八
十
八
夜
」
と
「
百
五

�
�
�
�

」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
立
春
（
二
月
初
め
）
を
基
準
に
し
て
、
農
作
業
を
始
め
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。
こ
の

言
葉
の
ほ
か
に
も
、
霜
畑

�
�
�
�

地
区
に
は
、「
ス
ズ
メ
の
葉
隠
れ
」（「
ス
ズ
メ
隠
れ
」
と
も
い
う
）、「
ト
ド
の
口
に
粟�

�

蒔�

き
」、「
カ

ッ
コ
ウ
の
中�

　

蒔
き
」、「
ジ
ュ
ウ
イ
チ
の
よ�

　

で
蒔
き
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。「
ス
ズ
メ
の
葉
隠
れ
」
は
、「
八
幡
様
の
大
ケ
ヤ

キ
の
葉
が
広
が
っ
て
ス
ズ
メ
が
見
え
な
い
く
ら
い
に
な
っ
た
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
種
を
蒔
こ
う
」（
農
ど
き
）
と
い
う
こ
と
を
意
味

し
て
い
て
、
霜
畑
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
八
幡
宮
の
大
ケ
ヤ
キ
」
の
葉
を
基
準
に
し
て
い
る
。「
ト
ド
の
口
に
粟
蒔
き
」
は

「
ト
ド
」
と
鳴
く
鳥
（
和
名
　
ツ
ツ
ド
リ
）
が
来
た
ら
そ
ろ
そ
ろ
粟
の
種
を
蒔
く
時
期
で
あ
る
こ
と
を
、「
カ
ッ
コ
ウ
の
中
蒔

き
」
は
「
カ
ッ
コ
ウ
」
と
鳴
く
鳥
（
和
名
　
カ
ッ
コ
ウ
）
が
来
た
ら
中
蒔
き
を
す
る
時
期
で
あ
る
こ
と
を
、「
ジ
ュ
ウ
イ
チ
の

よ
で
蒔
き
」
は
「
ジ
ュ
ウ
イ
チ
」
と
鳴
く
鳥
（
和
名
　
ジ
ュ
ウ
イ
チ
）
が
来
た
ら
よ
で
蒔
き
を
す
る
時
期
で
あ
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。

「
立
春
」
と
い
う
太
陽
暦
を
基
準
に
し
て
農
業
を
営
む
姿
か
ら
も
、
野
山
の
木
々
の
葉
の
広
が
り
や
、
近
く
の
野
山
で
鳴

く
鳥
の
声
に
合
わ
せ
て
農
作
業
を
し
て
き
た
姿
か
ら
も
、
山
村
で
生
き
る
人
々
の
暮
ら
し
の
姿
を
思
い
描
く
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
自
然
の
営
み
に
合
わ
せ
て
農
業
を
営
ん
で
き
た
人
々
が
伝
え
て
い
る
言
葉
は
、
山
と
生
き
る
人
々
の
知
恵
の

言
葉
で
も
あ
る
。

こ
う
し
た
知
恵
の
言
葉
は
、
農
業
を
営
み
な
が
ら
生
き
て
い
る
ど
の
地
区
の
人
々
か
ら
も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
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蒔
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の
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期
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六
　
山
と
生
き
る
暮
ら
し

山
形
村
に
暮
ら
す
人
々
は
、
日
常
の
暮
ら
し
に
必
要
な
物
を
周
囲
の
自
然
か
ら
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
時
代
を
さ

か
の
ぼ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
る
ほ
ど
、
自
然
に
依
存
し
て
い
た
。
炭
焼
き
の
た
め
の
木
だ
け
で
な
く
、
冬
に
暖
を
と
る
た
め
の
薪�

�

や
食
事
の
煮
炊
き
に
使
う
薪
も
、
山
か
ら
伐
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
木
は
、
用
材
や
薪
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

生
活
に
必
要
な
道
具
を
作
る
た
め
の
素
材
に
も
な
っ
た
。
木
材
だ
け
で
な
く
、
蔓�

�

や
樹
皮
ま
で
も
素
材
に
な
り
、
山
村
で
の

生
活
を
支
え
て
く
れ
た
。

山
村
で
の
生
活
は
、
収
穫
し
た
物
を
加
工
し
て
食
糧
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
冬
を
越
す
た
め
の
保
存
食
と
い
う
文
化
も
育

ん
だ
。
畑
作
物
の
不
足
を
補
う
た
め
に
、
木
の
実
や
根
な
ど
の
植
物
を
採
取
し
た
し
、
森
に
生
き
る
獣
類
や
鳥
類
な
ど
の
動

物
も
捕
獲
し
た
。
動
物
を
捕
獲
す
る
目
的
は
、
そ
の
肉
を
食
べ
る
た
め
で
も
あ
っ
た
が
、
皮
を
採
る
た
め
で
も
あ
っ
た
。
マ

タ
ギ
（
猟
師
）
と
い
う
生
業
も
、
森
の
恵
み
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

山
か
ら
流
れ
た
川
に
は
、
イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ
な
ど
の
川
魚
が
棲
息

�
�
�
�

し
て
い
た
。
獲
っ
た
川
魚
は
、
す
ぐ
に
食
べ
た
り
、
保

存
食
に
し
た
り
し
た
。
こ
の
川
魚
漁
も
、
森
の
恵
み
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

川
を
流
れ
る
水
は
、
炊
事
や
洗
濯
な
ど
の
生
活
用
水
だ
け
で
な
く
飲
料
水
に
も
使
わ
れ
た
し
、
農
業
用
水
に
も
使
わ
れ
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
水
車
や
バ�

　

ッ
タ
の
動
力
源
に
も
利
用
し
て
、
乾
燥
し
た
ク
リ
や
シ
ダ
ミ
の
皮
を
剥�

い
だ
り
、
穀
物
を

粉
に
し
た
り
す
る
た
め
に
も
使
わ
れ
た
。
こ
の
川
の
水
も
、
森
の
恵
み
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
山
と
生
き
る
暮
ら
し
は
、
森
の
恵
み
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
に
恵
ま

れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
自
給
自
足
が
や
っ
と
と
い
う
生
活
や
現
金
収
入
を
得
る
た
め
に
出
稼
ぎ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
生
活
の
中
で
は
、
時
に
は
「
村
で
い
い
の
は
空
気
と
水
だ
け
」
と
い
う
た
め
息
ま
じ
り
の
言
葉
が
口
に
出
て
し
ま
う
よ
う

な
場
面
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
、「
森
の
恵
み
」
と
い
う
「
森
」
と
「
山
と
生
き
る
」
と
い
う
「
山
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
が
、
明
確
に
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を
搗
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み
）
を
む
い
た
り
、
粉
に
し

た
り
す
る
た
め
の
大
き
な
丸

太
を
く
り
抜
い
た
「
獅
子
お

ど
し
」
の
よ
う
な
も
の
。
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区
別
し
て
使
っ
て
い
な
い
。
村
の
人
々
は
、「
山
に
入
る
」、「
山
の
木
を
伐
る
」、「
山
に
熊
が
出
た
」、「
山
の
畑
」、「
山
か
ら

山
菜
を
採
っ
て
き
た
」、「
深
い
山
」
な
ど
と
、「
山
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
、「
森
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
い
が
、「
森
の
恵
み
」
を
「
山
の
恵
み
」
と
置
き
替
え
て
も
、「
山
と
生
き
る
」
を
「
森
と
生
き
る
」
と
置
き
替
え
て
も
、

そ
の
意
味
は
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

第
三
節
　
集
落
の
成
り
立
ち

一
　
発
掘
さ
れ
た
遺
跡
か
ら

北
上
山
地
の
狭
い
山
間
に
集
落
が
点
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
で
人
々
は
暮
ら
し
て
い
る
が
、
い
つ
頃
か
ら
そ
こ
に
住
み

始
め
た
の
だ
ろ
う
か
。

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
霜
畑
の
成�

�

谷�

館
跡
の
下
に
あ
る
岩
穴
か
ら
縄
文
時
代
前
期
（
約
六
〇
〇
〇
年
前
）
の
土
器
片

や
奈
良
時
代
の
土
師
器
片
が
、
動
物
（
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
や
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
）
の
遺
骸
と
と
も
に
発
見
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
後
、
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
に
は
川
井
の
成
谷
遺
跡
で
後
期
旧
石
器
時
代
（
一
万
二
〇
〇
〇
～
一
万
五

〇
〇
〇
年
前
）
の
石
器
群
が
発
見
さ
れ
、
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
に
は
川
井
の
早
坂
平

�
�
�
�
�
�

遺
跡
か
ら
も
後
期
旧
石
器
時

代
（
一
万
二
〇
〇
〇
～
一
万
五
〇
〇
〇
年
前
）
の
石
器
群
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
定
住
し
た
の
か
、
往
来
の
途
中
だ
っ
た
か

は
分
か
ら
な
い
が
、
一
万
年
以
上
も
前
に
人
間
の
暮
ら
し
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
後
期
旧
石
器
時
代
に

続
く
縄
文
時
代
や
弥
生
時
代
以
降
の
遺
跡
も
山
形
村
の
各
所
で
発
見
さ
れ
て
い
て
、
北
上
山
地
の
山
間
で
の
人
間
の
暮
ら
し

は
一
万
年
以
上
も
前
か
ら
続
い
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
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二

藩
政
時
代
の
文
書
か
ら

宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
五
月
二
十
七
日
の
『
八
戸
藩
勘
定
所
日
記
』
に
は
、
宝

暦
五
年
（
一
七
五
五
）
の
「
宝
暦
の
飢
饉
」
に
よ
る
八
戸
藩
の
餓
死
人
・
行
方
不

明
・
空
き
屋
の
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
記
に
は
、
小
国
村
、
霜
畑
村
、

川
井
村
、
荷
軽
部
村
、
日
野
沢
村
、
戸
呂
町
村
、
繋
村
の
七
つ
の
村
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
に
関
村
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
九
月
の

『
陸
奥
国
郡
村
仮
名
附
帳
』
に
は
、
南
山
形
村
、
戸
呂
町
村
、
荷
軽
部
村
、
川
井
村
、

繋
村
が
記
録
さ
れ
て
い
て
、
関
村
は
、
小
国
村
、
霜
畑
村
と
と
も
に
南
山
形
村
を
構

成
す
る
村
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
川
井
村
を
構
成
す
る
村
と
し
て
城
ノ

内
村
が
あ
り
、
戸
呂
町
村
を
構
成
す
る
村
と
し
て
日
ノ
沢
村
（
日
野
沢
村
）
が
あ
る

こ
と
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

文
書
記
録
で
は
な
い
が
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
の
年
代
が
記
さ
れ
た
荷
軽
部

に
あ
る
庚
申
塔
に
は
、
来
内
村
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

三
　
明
治
維
新
後

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
の
明
治
維
新
と
と
も
に
新
し
い
時
代
が
始
ま
り
、
明
治

四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
変
革
が
行
わ
れ
た
。
八
戸
藩
は

八
戸
県
と
な
り
、
南
部
藩
は
盛
岡
県
と
な
っ
た
。
山
形
村
は
、
初
め
は
八
戸
県
に
属

し
た
が
、
盛
岡
県
へ
と
所
管
が
移
っ
て
い
る
。

翌
年
の
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
は
、
盛
岡
県
は
岩
手
県
に
改
め
ら
れ
た
。
同
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じ
年
に
、
岩
手
県
内
を
二
一
区
に
分
割
し
て
い
る
が
、
こ
の
頃
に
は
、
天
保
八
年
九
月
の
『
陸
奥
国
郡
村
仮
名
附
帳
』
に
記

録
さ
れ
て
い
る
南
山
形
村
を
構
成
し
て
い
た
関
村
は
霜
畑
村
と
一
つ
に
な
り
、
小
国
村
は
独
立
し
た
村
と
な
っ
た
。
ま
た
、

川
井
村
を
構
成
し
て
い
た
城
ノ
内
村
は
川
井
村
と
一
つ
に
な
り
、
戸
呂
町
村
と
日
野
沢
村
は
独
立
し
た
村
と
な
っ
た
。
そ
し

て
、
小
国
村
、
霜
畑
村
、
川
井
村
、
日
野
沢
村
、
荷
軽
部
村
、
戸
呂
町
村
、
繋
村
の
七
つ
の
村
と
し
て
、
同
じ
二
〇
区
に
属

し
て
い
る
。

そ
の
後
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
の
市
町
村
制
の
施
行
に
伴
っ
て
七
つ
の
村
が
一
つ
に
な
り
、「
山
形
村
」
が
誕
生

し
た
。
旧
村
は
大
字
単
位
で
呼
ば
れ
、
大
字
川
井
に
役
場
を
設
置
し
た
。

山
形
村
の
歩
み
は
、
明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
、
平
成
へ
と
一
一
七
年
も
続
く
の
で
あ
る
。

第
四
節
　
慣
　
行

一
　
入
会

�
�
�
�

と
入
会
ヤ
ド
イ

㈠
　
入
　
会

「
入
会
」
は
、『
日
本
民
俗
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、「
一
つ
の
ム
ラ
な
い
し
複
数
の
ム
ラ
の
住
民
が
山
林
や
原
野
を
共
同
利

用
し
、
樹
木
・
下
柴
・
下
草
・
落
葉
・
キ
ノ
コ
類
を
採
取
し
た
り
、
放
牧
な
ど
を
行
な
う
慣
行
。
こ
の
よ
う
な
共
同
利
用
地

は
、
一
般
に
入
会
地
と
呼
ば
れ
る
。
入
会
地
で
採
取
さ
れ
る
産
物
は
、
建
築
用
材
や
土
木
用
材
、
薪
、
牛
馬
の
飼
料
、
屋
根

茅
、
田
畑
の
肥
料
な
ど
に
用
い
ら
れ
、
日
本
の
自
給
的
農
業
経
営
や
農
家
の
生
活
に
と
っ
て
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
あ
っ
た
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
山
林
や
原
野
が
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
は
、「
日
本
の
自
給
的
農
業
経
営
や
農
家
の
生
活
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に
と
っ
て
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
「
日
本
」
を
「
ム
ラ
」
と
置
き
替
え
る
前
に
、「
ム

ラ
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
、
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
ム
ラ
」
は
、『
日
本
民
俗
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、「
日
本
に
お
け
る
村
落
を
示
す
語
。
一
般
に
村
の
漢
字
を
あ
て
る
が
、

時
に
邑
と
か
邨
で
表
記
す
る
こ
と
も
あ
る
。
民
俗
学
は
じ
め
村
落
社
会
を
研
究
す
る
諸
科
学
で
は
、
近
世
以
前
の
支
配
制
度

と
し
て
の
村
や
明
治
町
村
制
に
始
ま
る
地
方
自
治
体
と
し
て
の
村
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
に
、
漢
字
を
用
い
ず
、
ム
ラ
と

か
む
ら
と
表
記
す
る
こ
と
が
多
い
。
ム
ラ
は
農
山
漁
村
に
お
け
る
地
域
社
会
で
、
通
常
居
住
者
は
互
い
に
面
識
関
係
が
あ
る
。

し
か
し
、
近
接
居
住
す
る
人
々
の
単
な
る
組
織
で
は
な
く
、
一
つ
の
独
立
し
た
意
思
を
も
つ
団
体
と
い
う
面
を
持
つ
。
ム
ラ

と
し
て
判
断
し
、
ム
ラ
と
し
て
意
思
を
決
め
、
ム
ラ
と
し
て
行
動
す
る
、
家
々
の
維
持
存
続
に
不
可
欠
な
生
活
・
生
産
の
共

同
組
織
で
あ
る
。
自
分
た
ち
の
ム
ラ
を
近
畿
地
方
な
ど
で
は
在
所

�
�
�
�

・
地�

下�

な
ど
と
呼
ぶ
。
ま
た
全
国
的
近
代
の
行
政
機
関
が

用
い
た
部
落
と
い
う
語
で
ム
ラ
を
表
現
す
る
が
、
近
年
は
部
落
を
避
け
て
集
落
と
か
地
区
と
い
う
用
語
も
使
用
さ
れ
る
」
と

説
明
さ
れ
て
い
る
。
ム
ラ
の
こ
と
を
、「
部
落
」、「
集
落
」、「
地
区
」
と
い
う
用
語
で
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

「
日
本
の
自
給
的
農
業
経
営
や
農
家
の
生
活
に
と
っ
て
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
」
の
「
日
本
」
を
、「
部
落
」、「
集

落
」、「
地
区
」
と
い
う
用
語
に
置
き
替
え
て
、

「
部
落
の
自
給
的
農
業
経
営
や
農
家
の
生
活
に
と
っ
て
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
」

「
集
落
の
自
給
的
農
業
経
営
や
農
家
の
生
活
に
と
っ
て
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
」

「
地
区
の
自
給
的
農
業
経
営
や
農
家
の
生
活
に
と
っ
て
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
」

と
す
る
と
、
入
会
と
山
と
生
き
る
人
々
と
の
か
か
わ
り
が
、
鮮
明
に
な
っ
て
く
る
。
入
会
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
が
生
き

て
い
く
た
め
に
、
山
の
恵
み
を
、
部
落
・
集
落
・
地
区
に
住
む
人
が
み
ん
な
で
分
か
ち
合
う
と
い
う
生
活
上
の
慣
行
そ
の
も

の
だ
っ
た
と
い
え
る
が
、
こ
の
生
活
上
の
慣
行
で
あ
る
入
会
は
薄
れ
つ
つ
あ
る
。
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こ
の
生
活
上
の
慣
行
は
、
人
間
の
知
恵
そ
の
も
の
で
あ
る
。
集
落
の
人
た
ち
が
生
命
を
育
ん
で
い
く
た
め
の
知
恵
で
あ
り
、

人
々
が
暮
ら
す
地
域
を
守
る
知
恵
で
あ
り
、
人
々
の
食
を
支
え
る
自
給
的
農
業
に
必
要
な
物
を
供
給
し
て
く
れ
る
山
と
い
う

自
然
環
境
を
守
る
知
恵
で
も
あ
る
。

㈡
　
入
会
ヤ
ド
イ

入
会
で
山
林
・
原
野
を
共
同
で
利
用
す
る
代
わ
り
に
、
共
同
利
用
地
の
所
有
者
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
働
く
労
働
慣
行
を

「
入
会
ヤ
ド
イ
」
と
い
っ
た
。
ま
た
、「
ダ
ン
ナ
ヤ
ド
イ
」
と
も
「
ヤ
マ
ヤ
ド
イ
」
と
も
い
っ
た
。
そ
の
仕
事
は
、
主
に
農
作

業
や
山
の
手
入
れ
だ
っ
た
と
い
う
が
、
こ
の
入
会
ヤ
ド
イ
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

二
　
助
け
合
い

㈠
　
ユ
イ
コ

「
ゆ
い
（
結
）」
の
こ
と
を
、「
ユ
イ
コ
」
と
も
「
ヨ
イ
コ
」
と
も
言
っ
て
い
る
。
関
老
人
ク
ラ
ブ
の
結
成
二
十
周
年
記
念

文
集
『
お
き
な
』（
昭
和
六
十
一
年
五
月
発
行
）
に
は
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
生
ま
れ
の
人
が
ユ
イ
コ
の
思
い
出
を

綴�
�

っ
た
「『
ゆ
い
こ
』
し
ご
と
は
よ
が
っ
た
ど
」
と
い
う
一
文
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
ユ
イ
コ
に
支
え
ら
れ
た
当

時
の
暮
ら
し
の
様
子
に
つ
い
て
、「
お
れ
の
嫁
い
だ
の
あ
、
二
十
の
ど
ぎ
だ
っ
た
が
な
あ
ー
。
明
げ
て
も
暮
れ
で
も
畑
仕
事
。

畑
の
草
取
り
や
『
ヒ
エ
打
ち
』
な
ん
ど
あ
、
た
い
へ
ん
だ
っ
た
。
秋
に
な
る
ど
、
草
刈
り
を
し
て
い
そ
が
し
が
っ
た
。『
馬
っ

こ
』
の
草
で
、
山
が
ら
の
『
草
し
ょ
い
』
は
『
ゆ
い
こ
』
で
、
つ
ぎ
が
ら
つ
ぎ
ど
家
を
ま
わ
っ
て
い
っ
た
ん
だ
よ
。
一
人
前

の
男
だ
ど
『
五
し
ま
』。『
一
し
ま
』
は
二
〇
束
で
、
女
で
も
四
〇
束
ぐ
ら
い
は
『
し
ょ
っ
た
』。
雪
つ
か
み
を
し
な
い
う
ち
に

や
る
ん
だ
か
ら
、
い
そ
い
だ
も
ん
だ
」
と
綴
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
は
、
馬
の
飼
料
に
す
る
た
め
に
刈
っ
た
草
を
山
か
ら
運
ん
で
来
る
仕
事
を
ユ
イ
コ
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で
や
っ
て
い
た
。
ま
た
、
ユ
イ
コ
は
、
一
軒
の
家
だ
け
で
な
く
、
何
軒
も
の
家
を
順
番
に
回
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、

互
い
に
助
け
合
う
共
同
作
業
で
あ
る
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
ユ
イ
コ
は
、
山
形
村
全
域
で
、
古
く
か
ら
行
わ
れ

て
い
た
相
互
に
助
け
合
う
と
い
う
慣
行
で
あ
る
。
ユ
イ
コ
と
し
て
行
わ
れ
る
共
同
作
業
は
、
単
な
る
助
け
合
い
で
は
な
か
っ

た
。
労
力
の
貸
し
借
り
と
い
う
関
係
に
あ
り
、
確
実
に
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
。
隣
で
二
人
来
れ
ば
、
次
に

は
二
人
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
労
力
を
借
り
た
年
に
返
せ
な
い
場
合
に
は
、
次
の
年
に
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
こ
と
を
煩�

�
�わ

し
い
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
ユ
イ
コ
で
集
ま
っ
て
、
語
り
合
い
な
が
ら

作
業
を
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
人
も
い
る
。

ユ
イ
コ
は
農
作
業
全
般
に
及
ん
で
い
て
、
ユ
イ
コ
が
な
い
と
農
業
が
成
り
立
た
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
今
日
は
こ
こ
、
明
日
は
こ
こ
と
い
う
よ
う
に
、
計
画
を
立
て
て
順
番
に
作
業
を
し
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら

は
、
ユ
イ
コ
が
農
業
を
支
え
て
い
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

農
作
業
の
中
で
も
、
以
前
は
田
が
少
な
か
っ
た
た
め
に
、
田
の
作
業
で
の
ユ
イ
コ
は
あ
ま
り
盛
ん
で
は
な
く
、
田
の
作
業

（
田
植
え
と
稲
刈
り
）
に
つ
い
て
は
ユ
イ
コ
か
ら
外
し
て
、「
お
手
伝
い
」
と
い
う
形
で
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
田
の
あ
る
家

が
少
な
い
と
い
う
稲
作
環
境
に
置
か
れ
て
い
た
こ
の
地
域
で
は
、
春
の
田
植
え
と
秋
の
稲
刈
り
を
お
祭
り
や
お
祝
い
事
と
し

て
行
い
、
手
伝
っ
て
く
れ
た
人
に
は
赤
飯
を
作
っ
て
配
っ
た
し
、
秋
に
は
収
穫
し
た
米
を
配
っ
た
。
田
が
普
及
し
始
め
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
は
ユ
イ
コ
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
だ
が
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
は
、
農
作
業
の
機

械
化
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
人
力
に
よ
る
田
の
作
業
の
ユ
イ
コ
が
す
た
れ
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
年
代
ご
と
の
稲
作
環
境
の
違
い
を
、
ユ
イ
コ
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ユ
イ
コ
の
組
は
そ
の
仕
事
の
内
容
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
た
。
少
な
い
と
こ
ろ
で
は
三
、
四
軒
、
多
い
と
こ
ろ
で
一
〇

軒
前
後
で
組
織
さ
れ
て
い
て
、
信
頼
関
係
に
よ
っ
て
一
つ
に
つ
な
が
る
家
族
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
ユ
イ
コ
は
、
昭

和
五
十
年
代
に
は
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
す
っ
か
り
消
え
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
農
作
業

が
機
械
化
さ
れ
た
今
で
も
、
牛
の
飼
料
の
サ
イ
ロ
詰
め
を
ユ
イ
コ
で
や
っ
て
い
る
地
域
が
あ
る
。
ま
た
、
か
つ
て
の
よ
う
な
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集
落
単
位
の
ユ
イ
コ
は
な
く
な
っ
た
が
、
隣
同
士
の
ユ
イ
コ
が
残
っ
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

ユ
イ
コ
の
形
で
行
わ
れ
る
作
業
は
、
農
作
業
だ
け
で
は
な
い
。
家
屋
の
新
改
築
や
茅
葺
き
屋
根
の
葺
き
替
え
（
こ
の
ど
ち

ら
も
「
ヤ
ド
ゴ
」
と
い
う
）
も
ユ
イ
コ
で
や
っ
て
い
る
地
区
や
、
一
年
分
の
薪
を
切
る
作
業
や
葬
式
で
使
う
も
の
（
そ
ば
粉

や
小
麦
粉
な
ど
）
の
材
料
を
持
ち
寄
っ
て
準
備
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
ユ
イ
コ
で
や
っ
て
い
る
地
区
も
あ
る
。

ヤ
ド
ゴ
の
よ
う
に
大
人
数
を
必
要
と
す
る
仕
事
の
場
合
に
は
ユ
イ
コ
の
組
が
隣
の
地
区
に
ま
で
広
が
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

㈡
　
ス
　
ケ

「
ス
ケ
」
も
助
け
合
い
の
一
つ
で
、
そ
の
返
済
期
間
が
定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
が
ユ
イ
コ
と
は
違
う
助
け
合
い
で
あ
る
。

田
ん
ぼ
の
な
い
家
か
ら
手
伝
う
人
が
来
る
こ
と
を
「
ス
ケ
ト
（
助
け
人
）
が
来
る
」
と
言
っ
て
い
た
地
区
が
あ
り
、
田
の

作
業
で
借
り
た
労
力
の
分
を
田
の
作
業
で
返
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
ユ
イ
コ
と
は
区
別
し
て
ス
ケ
ト
と
呼
ん
で
い
た
。

田
植
え
は
お
祝
い
の
よ
う
な
も
の
で
、
煮
し
め
や
お
に
ぎ
り
、
酒
も
出
た
。
子
ど
も
連
れ
で
集
ま
り
、
楽
し
ん
だ
。
こ
の
ス
ケ

ト
の
お
礼
に
藁�

�

が
配
ら
れ
、
そ
の
藁
で
作
っ
た
縄
や
生
活
用
具
（
草�

�

履�

、
爪�

�

子�

な
ど
）
を
売
っ
て
現
金
収
入
を
得
る
こ
と
も

で
き
た
。

家
屋
の
新
改
築
や
茅
葺
き
屋
根
の
葺
き
替
え
の
手
伝
い
を
「
ヤ
ド
ゴ
ス
ケ
」
と
い
っ
た
。
こ
の
作
業
も
返
済
期
間
が
定
ま

っ
て
い
な
い
た
め
に
、
ユ
イ
コ
と
は
区
別
し
て
ヤ
ド
ゴ
ス
ケ
と
呼
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
ヤ
ド
ゴ
の
予
定
の
あ
る
家
で
は
、

前
の
年
の
う
ち
に
計
画
を
立
て
て
、
地
域
の
人
々
が
集
ま
る
機
会
に
お
願
い
し
て
い
た
。
風
祭
り
（
八
月
十
七
日
）
は
大
勢

が
集
ま
る
機
会
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
こ
で
次
の
年
の
計
画
が
話
し
合
わ
れ
、
ヤ
ド
ゴ
を
望
む
家
で
は
「
来
年
の
春
に
は

お
願
い
し
ま
す
」
と
お
願
い
を
し
た
。

茅
葺
き
屋
根
の
葺
き
替
え
の
場
合
に
は
、
持
ち
寄
る
茅
の
量
も
決
め
ら
れ
た
と
い
う
。
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
の
『
採

集
手
帖
』
に
、「
村
の
人
が
手
伝
い
に
行
っ
た
り
、
助
け
に
行
っ
た
り
す
る
の
は
ど
ん
な
場
合
で
す
か
」
と
い
う
調
査
項
目
が

あ
り
、「
ス
ケ
ト
の
行
く
場
合
。（
１
）
病
気
や
怪
我
人
が
あ
っ
た
為
に
仕
事
が
間
に
あ
わ
な
い
と
き
。（
２
）
葬
式
の
場
合
。
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（
３
）
人
手
不
足
で
熱
心
に
働
い
て
も
、
他
よ
り
仕
事
の
遅
れ
た
場
合
（
４
）
火
災
に
か
か
っ
た
場
合
」、「
新
築
屋
根
が
え
双

方
と
も
家
普
請
の
こ
と
を
ヤ
ド
ゴ
と
い
う
。
材
料
の
集
め
方
か
ら
造
作
の
終
り
ま
で
、
毎
日
部
落
よ
り
手
伝
う
。
茅
は
各
戸

二
駄�

、
縄
百
尋�

�

、
ホ
ケ
（
竿
）
二
本
を
持
よ
り
、
ス
ケ
ゴ
メ
と
称
し
て
、
穀
物
若
干
と
ス
ケ
ガ
ネ
若
干
出
す
。
各
戸
間
の
ク

ガ
イ
に
よ
っ
て
額
に
差
が
あ
る
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
「
ヤ
ド
ゴ
」
に
来
る
範
囲
に
つ
い
て
は
、「
大
き
な
大
字
で
は
大
字
だ
け
で
す
む
が
、
少
人
数
の
大
字
で
は
、
村
内
も

し
く
は
村
外
の
最
も
近
接
し
た
部
落
が
含
ま
れ
る
。
少
人
数
の
家
で
家
を
新
築
し
て
都
合
よ
く
ス
ケ
ゴ
メ
の
集
ま
る
場
合
、

一
カ
年
食
べ
て
も
余
る
と
い
う
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
調
査
項
目
の
中
に
「
ミ
ス
ケ
」
と
い
う
言
葉
も
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、「
ミ
ス
ケ
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

こ
の
『
採
集
手
帖
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
「
ス
ケ
ゴ
メ
」、「
ス
ケ
ガ
ネ
」、「
ミ
ス
ケ
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
は
、『
昭
和

十
三
年
版
　
山
形
村
誌
』
の
「
第
八
章
　
風
俗
　
六
　
家
普
請
」
で
は
、「
屋
根
用
の
茅
一
戸
よ
り
二
駄
縄
百
（
百
尋
ノ
コ
ト
）

竿
（
ホ
ケ
と
言
う
）
二
本
を
持
寄
り
又
助
米
と
称
し
て
穀
物
若
干
及
助
金
若
干
を
醵
出
す
」
と
記
録
さ
れ
て
い
て
、
ス
ケ
ゴ

メ
が
「
助
米
」、
ス
ケ
ガ
ネ
が
「
助
金
」
と
漢
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
此
の
如
く
互
助
法
の
習
慣
に
依
っ
て
家

屋
新
築
の
当
人
も
多
額
の
費
用
に
も
不
拘
苦
痛
な
く
仕
事
を
終
る
。
隣
保
相
助
の
美
風
に
し
て
是
れ
を
『
附
金
』『
見
助
』
又

は
『
義
理
苦
換
』
と
云
い
て
地
方
の
主
な
る
行
事
な
り
」
と
記
録
さ
れ
、
ミ
ス
ケ
が
「
見
助
」
と
漢
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
記
録
か
ら
は
、
ス
ケ
と
次
の
「
三
　
つ
き
あ
い
（
交
際
）」
で
記
述
す
る
「
ク
ガ
イ
」
と
の
違
い
は
明
確
で
な
く
な
る
が
、

『
採
集
手
帖
』
に
は
「
村
の
つ
き
あ
い
と
し
て
ど
ん
な
こ
と
を
し
ま
す
か
。
そ
れ
に
は
気
骨
は
お
れ
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
調
査

項
目
が
あ
り
、「
ミ
ス
ケ
は
ク
ガ
イ
よ
り
や
や
広
く
、
同
額
か
え
す
気
持
よ
り
助
け
る
気
持
が
多
い
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
ス
ケ
と
ク
ガ
イ
と
の
違
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
ス
ケ
に
は
、
人
手
の
「
ス
ケ
」
と
、
物
や
金
の
「
ス
ケ
」
が
あ
り
、
借
り
た
家
で
は
帳
面
に
つ
け
て
、
確
実
に
返
す

よ
う
に
努
め
て
い
た
。

こ
の
ス
ケ
と
い
う
助
け
合
い
も
、
ユ
イ
コ
と
同
じ
よ
う
に
そ
の
場
が
消
え
つ
つ
あ
る
。
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三
　
つ
き
あ
い
（
交
際
）

「
つ
き
あ
い
」
は
、「
入
会
ヤ
ド
イ
」、「
ユ
イ
コ
」、「
ス
ケ
」
の
家
相
互
の
労
働
慣
行
と
は
違
い
、
社
会
生
活
を
営
ん
で
い

く
た
め
に
求
め
ら
れ
る
作
法
で
あ
る
。
現
在
で
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
「
ク
ガ
イ
」
も
、
地
域
の
中
で
信
頼
関
係
を
損
な
う

こ
と
な
く
生
き
て
い
く
た
め
の
作
法
の
一
つ
で
あ
る
。

㈠
　
ク
ガ
イ

『
採
集
手
帖
』
に
「
村
の
つ
き
あ
い
と
し
て
ど
ん
な
こ
と
を
し
ま
す
か
。
そ
れ
に
は
気
骨
は
お
れ
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
調

査
項
目
が
あ
り
、「
ク
ガ
イ
は
死
亡
、
婚
礼
、
家
普
請
（
ヤ
ド
ゴ
）
の
場
合
に
限
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
同
額
で
返
す
と
い
う
気

持
が
判
然
と
し
て
い
る
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ク
ガ
イ
の
範
囲
は
、
婚
礼
や
葬
儀
の
場
合
に
は
ほ
ぼ
親
類
に
限
ら
れ
、
ヤ
ド
ゴ
の
場
合
は
広
い
範
囲
で
あ
る
。
葬
儀

の
ク
ガ
イ
の
こ
と
を
「
死
に
ク
ガ
イ
」
と
も
い
い
、
過
去
の
や
り
と
り
の
関
係
を
断
ち
切
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
他
方
、

ヤ
ド
ゴ
は
、
か
つ
て
は
茅
葺
き
家
屋
の
新
築
や
屋
根
替
え
に
は
大
量
の
茅
と
縄
を
要
し
た
た
め
に
、
集
落
内
に
限
ら
ず
多
く

の
家
と
ク
ガ
イ
の
関
係
を
結
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
昭
和
四
十
年
代
に
入
る
と
茅
葺
き
家
屋
の
新
築
や
葺
き
替
え
が
な
く
な

り
、
工
事
も
大
工
任
せ
に
な
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
手
伝
い
の
内
容
も
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
た
く
さ
ん
の
人
の
手
伝

い
は
必
要
が
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
ク
ガ
イ
と
い
う
「
つ
き
あ
い
」
の
場
の
一
つ
で
あ
る
ヤ
ド
ゴ
も
消
え
つ
つ
あ
る
の
で

あ
る
。

来
内
か
ら
荷
軽
部
の
ヤ
ド
ゴ
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
人
（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）
は
、
ク
ガ
イ
の
こ
と
を
「
つ
き

あ
い
が
あ
る
意
味
だ
と
思
う
」
と
語
っ
て
い
る
。
昭
和
三
十
年
代
に
、
三
〇
人
以
上
の
人
が
茅
を
持
ち
寄
っ
て
集
ま
り
、
手

作
業
で
屋
根
の
葺
き
替
え
を
行
っ
た
が
、
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
に
自
分
の
家
を
新
築
す
る
時
に
は
誰
も
手
伝
い
に

は
来
な
か
っ
た
こ
と
も
語
っ
て
い
る
。
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四
　
も
う
ひ
と
つ
の
つ
な
が
る
姿

山
村
で
の
暮
ら
し
は
、
同
じ
集
落
や
隣
の
集
落
で
暮
ら
す
人
々
と
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
つ
な

が
り
に
つ
い
て
、「
入
会
と
入
会
ヤ
ド
イ
」、「
助
け
合
い
」、「
つ
き
あ
い
（
交
際
）」
の
と
こ
ろ
で
記
述
し
た
が
、
つ
な
が
る
姿

の
す
べ
て
を
記
述
し
て
は
い
な
い
。
人
々
が
つ
な
が
る
生
活
の
姿
は
、
ま
だ
ま
だ
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
聞
き
取
り
調
査
の

中
で
語
ら
れ
た
「
雪
踏
み
の
姿
」
と
「
水
車
の
共
同
利
用
の
姿
」
の
二
つ
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

㈠
　
雪
踏
み
の
姿

雪
踏
み
は
冬
に
見
ら
れ
る
「
助
け
合
い
」
の
姿
だ
っ
た
。
大
雪
が
降
る
と
、
登
下
校
の
子
ど
も
た
ち
の
生
命
と
安
全
を
守

る
た
め
に
、
集
落
の
人
が
出
て
通
学
路
の
雪
踏
み
を
し
た
。
ま
た
、
隣
の
村
や
地
域
に
出
か
け
る
と
き
に
は
、
自
分
た
ち
の

生
命
と
安
全
を
守
る
た
め
に
、
集
落
の
人
が
一
緒
に
出
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
番
最
初
に
雪
を
踏
み
固
め

る
先
頭
に
な
る
人
が
大
変
だ
っ
た
の
で
、
順
番
に
先
頭
に
立
っ
て
雪
を
踏
み
固
め
な
が
ら
歩
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
互
い
に

助
け
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
山
村
で
暮
ら
す
人
々
の
生
活
を
支
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
雪
踏
み
の
姿
は
、
昭
和
三
十
年
代
後
半
ま
で
見
ら
れ
た
。

㈡
　
水
車
の
共
同
利
用
の
姿

「
バ
ッ
タ
」
や
「
唐
臼

�
�
�
�

」
は
各
家
に
あ
っ
た
が
、
水
車
は
何
軒
か
が
共
同
で
使
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
暮
ら
し
を
支
え
る

道
具
の
一
つ
で
あ
る
水
車
も
、
順
番
を
決
め
て
計
画
的
に
使
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
共
同
し
て
使
う
道
具
で
あ
る
水
車
も
ま

た
、
山
村
で
暮
ら
す
人
々
の
生
活
を
支
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

水
車
の
ほ
か
に
も
風
呂
や
井
戸
も
共
同
で
利
用
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
共
同
利
用
の
姿
は
昭
和
三
十
年
代
後
半
ま
で
見

ら
れ
た
。
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